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第９回 逗子海水浴場の運営に関する検討会 概要 

 

日時：平成 30 年 12 月 13 日（木） 

14 時 30 分～15 時 30 分 

場所：逗子市役所５階 第３会議室 

 

１ 開会 

事務局より、逗子海水浴場の運営に関する検討会（以下「検討会」という。）は傍聴で

きることと、報道機関の前撮りについて説明。今後のスケジュールについては、本日の

検討会で報告書案の精査を行った上で、メンバーには意見照会のため最終案を１月上

旬までに送付し、完成版を１月下旬に送付、２月上旬に座長より市長へ提出する予定と

なっている旨の説明。 

 

２ 議題 

 (１)平成 30 年度検討会報告書（案）について  

・資料１「平成 30 年度逗子海水浴場の運営に関する検討会報告書（案）」を用いて、項

目ごとに追記・修正すべき事項等の確認を行った。結果は次のとおりであった。 

 

項目１．はじめに 

・変更なしで了承。 

 

項目２．運営検討会の活動 

・変更なしで了承。 

 

項目３．条例・規則・ルール 

・次の意見は修正して記載することが確認された。 

■利用者に関する内容 

P６（水上オートバイ） 

‐昨年度問題となった、田越川河口付近からの水上オートバイの積み下ろしをしている

という話は聞かなかった。は今年度もあった。 

 

  ・次の意見は報告書に追記することが確認された。 

    P７（その他） 

   ‐大型テント・タープは、アルコールを大量に持ち込む団体が使用するケースが多く、

条例違反の温床となっている。また、風で飛ばされると大変危険で、景観も大きく損
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なわれている。来年度のルールを検討する際に、使用できるサイズ等の制限を設けた

方がいいと思う。 

 

■海の家に関する内容 

P８海の家の営業時間 

・前回の検討会で営業時間を延長する提案を行ったことについて、海岸組合より次のと

おり説明があった。 

‐改めて理事会で協議したところ、営業時間は今のままでいいという意見もあった。ま

た、期間が短く、海岸組合員の総意を確認する総会も開催できていないため、現時点

では海岸組合として正式に営業時間の延長を提案することは時期尚早と判断した。再

来年度以降の実施に向けて海岸組合内で検討し、来年度以降提案できればと考えてい

る。 

‐今後の参考としたいため、利用者の満足度向上という海水浴場の振興の観点等から、

営業時間を延ばすことについて、みなさんのご意見を伺いたい。 

 

・以下、意見。 

‐街中に泥酔者が倒れているような風紀が乱れた状態に戻りかねないという懸念もあ

るため、地域住民としては営業時間を延ばすことに反対である。 

‐海岸組合が 20 時のままでいいという考えならそれでいいと思う。 

‐営業時間について議論するための判断材料になると思うので、実際に検討会メンバー

が海水浴場開設期間中における 20 時・21 時の砂浜の状況を見て、実情や雰囲気を知

る必要があるのではないか。 

‐営業時間は「原則 20 時まで」は変更せず、問題を起こさない自信のある海の家が「原

則」を超越えて独自に営業すればいいのではないか。 

‐現在も 20 時前に営業を終了している店も見受けられるので、「原則 20 時まで」とい

うことであれば、全ての店がしっかりと 20 時まで営業をして欲しい。 

 

・議論の結果、営業時間については、次期検討会において引き続き時間をかけて議論を

行っていくものとし、来年度におけるルール変更は行わず、現状を維持することで意

見がまとまった。なお、配布資料１では空欄としていた当項目＜報告＞の内容につい

ては、事務局が送付する検討会報告書最終案の中で、字句の修正等と併せて検討会メ

ンバーに確認をお願いすることとなった。 
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P９海の家の音楽イベント 

・次の意見は報告書に追記することが確認された。 

‐利用者が海の家でアコースティック演奏をしても良いのではないか。 

‐アコースティック演奏であっても、海の家で利用者による楽器の演奏が行われること

については反対である。 

 

・次の意見は修正して記載することが確認された。 

‐海の家の敷地内で、利用者が楽器を演奏していたことについて、条例に基づき対応し

て欲しい。海岸組合内でルールを決めて注意を行って欲しいと思う。 

 

項目４．逗子海水浴場の振興策の提案 

・変更なしで了承。 

 

項目５．その他 

・次の意見は報告書に追記することが確認された。 

‐海岸へ養浜する砂は白いものにして欲しい。 

‐大型テント・タープは、アルコールを大量に持ち込む団体が使用するケースが多く、

条例違反の温床となっている。また、風で飛ばされると大変危険で、景観も大きく損

なわれている。来年度のルールを検討する際に、使用できるサイズ等の制限を設けた

方がいいと思う。（再掲） 

 

・次の意見は修正して記載することが確認された。 

‐来場者 36 万人分の排水が夏の間行われるので、環境に配慮した下水道施設の設置排

水対策をして欲しい。 

 

（２）その他 

 ・座長から現メンバーへ、最後の挨拶があった。 

 ・事務局から本日の議論を踏まえ次のとおり説明があった。 

 ‐現メンバーの任期は来年２月で終了となるため、１月に次期メンバーについて各自治

会と関係団体に選出の依頼を行うと同時に、市民メンバーの募集についても、詳細を

広報ずし１月号に掲載するため併せて確認をお願いしたい。 

 ・事務局から現メンバーへ、検討会の参加について感謝の挨拶があった。 

 

以上 


